
－
グ
戦
勝
者
ど
お
し
で
の
決
勝

戦
と
本
格
的
、
市
長
杯
を
競
っ

て
の
一
年
間
だ
け
に
、
そ
の

喜
び
も
ひ
と
し
お
。

来
シ
ー
ズ
ン
も
Ｖ
２
を
め
ざ

し
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

☆
真
珠
と
宝
石
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

創
立
加
周
年
を
迎
え
た
田
崎

真
珠
（
神
戸
本
社
璽
２
３
１
．

３
３
２
１
）
の
東
京
田
崎
ピ
ル

が
昨
年
、
月
勿
日
完
成
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
部
門

を
結
集
し
た
総
合
ビ
ル
で
、
ギ

ャ
ラ
リ
ー
に
は
タ
サ
キ
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
・
ジ
ュ
エ
リ
ー
が
豊

富
に
展
示
さ
れ
て
お
り
、
美
し

い
も
の
を
愛
す
る
人
た
ち
の
対

話
の
場
に
し
た
い
と
い
う
こ

と
。

東
京
田
崎
ビ
ル
ー
東
京
都
港
区
赤
坂
１
の

３
の
３
雷
５
８
６
１
７
４
１
１

☆
デ
ル
・
シ
モ
ン
た
め
し
て
ご

ら
ん
に
な
り
ま
し
た
？

ユ
ー
ハ
イ
ム
コ
ン
フ
ェ
ク
ト

の
兄
弟
会
社
㈱
シ
モ
ン
か
ら
新

し
い
お
菓
子
が
発
売
に
な
り
、

ち
ょ
っ
と
繊
細
な
そ
の
味
が
受

け
て
い
ま
す
。

「
デ
ル
・
シ
モ
ン
」
と
ド
イ

ツ
の
名
を
つ
け
ら
れ
た
こ
の
お

〆

ｈ
０
Ｄ
０
６
５

、

’
2９

☆
早
朝
野
球
、
両
年
度
は
神
戸

テ
ｉ
ラ
ー
チ
ー
ム
が
優
勝
／
、

毎
朝
、
六
時
半
か
ら
試
合
を

始
め
る
と
い
う
文
字
ど
お
り
の

早
朝
野
球
。
ス
ポ
ー
ツ
特
集
の

と
き
に
取
材
に
行
っ
た
時
は
、

慣
れ
な
い
早
起
き
に
目
を
こ
す

り
な
が
ら
も
、
朝
の
気
分
の
良

さ
と
、
ハ
ッ
ラ
ッ
と
動
き
ま
わ

る
選
手
の
皆
さ
ん
の
健
康
な
姿

に
す
が
す
が
し
さ
を
覚
え
た

が
、
そ
ん
な
早
朝
野
球
の
魅
力

に
ぞ
っ
こ
ん
の
野
球
野
郎
た
ち

「
神
戸
テ
ー
ラ
ー
チ
ー
ム
」

（
高
架
下
商
店
街
の
ナ
イ
ン
）

か
ら
「
優
勝
し
た
よ
」
と
う
れ

し
い
知
ら
せ
が
入
り
ま
し
た
。

一
グ
ル
ー
プ
８
チ
ー
ム
が
四

グ
ル
ー
プ
。
各
グ
ル
ー
プ
の
り

神戸百店会
だより

●
シ
ョ
ッ
プ
ト
ピ
ッ
ク
ス

１
卜
の
デ
ザ
イ

ン
毒
ほ
ど
こ
さ
れ
た
箱
に
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
や
キ
ャ
ン
デ
ィ
が
詰
ま
っ
て
い
て
、

こ
れ
が
一
五
○
円
か
ら
一
、
五
○
○
円

ま
で
い
ろ
い
ろ
。
あ
な
た
の
心
と
予
算

に
応
じ
て
選
べ
る
と
い
う
わ
け
。
他
に

も
頼
必
ぼ
三
、
○
○
○
円
で
も
五
、
○

○
○
円
で
も
希
望
の
詰
め
あ
わ
せ
を
作

っ
て
も
ら
え
ま
す
。

ユ
ー
ハ
イ
ム
彼
の
手
の
ひ
ら
に
な
ら

の
る
く
ら
い
の
プ
チ
・
ケ
ー
キ
、
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
で
く
る
ん
で
あ
っ
て
二
○
○

円
と
五
○
○
円
。
や
は
り
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
で
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
た
扇
型
の
や

き
菓
子
ス
テ
フ
ァ
ニ
ー
は
六
枚
入
っ
て

二
五
○
円
。

ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
心
臓
ノ
．
型
の
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
、
ミ
ル
ク
と
ス
イ
ー
ト
二
枚
セ

ッ
ト
の
「
ラ
プ
リ
ー
ペ
ア
」
三
○
○

円
。
「
ラ
プ
リ
ー
メ
イ
ト
」
は
小
粒
の

ハ
ー
ト
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
皿
個
入
っ
て

三
五
○
円
。
ハ
ー
ト
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

ボ
ン
ボ
ン
把
個
「
ラ
ブ
ポ
ン
ボ
ン
」
五

○
○
円
。
フ
ァ
ン
シ
ー
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

を
ハ
ー
ト
型
ケ
ー
ス
に
詰
必
合
わ
せ
た

も
の
が
七
○
○
円
と
一
、
○
○
○
円
。

み
ん
な
フ
ォ
ト
カ
ー
ド
が
つ
い
て
い

ま
す
。
包
み
を
あ
け
る
と
、
ハ
ー
ト
の

窓
か
ら
あ
な
た
が
ニ
ッ
コ
リ
、
と
い
う

い
と
も
メ
デ
タ
い
カ
ー
ド
が
入
っ
て
い

る
と
い
う
次
第
。
シ
テ
ャ
ッ
タ
リ
ノ
．

モ
ロ
ゾ
フ
モ
ン
ケ
ー
ル
は
私
の
気
持

と
い
う
フ
ラ
ン
ス
語
。
可
愛
い
け
ど
情

熱
的
な
ハ
ー
ト
よ
・
（
一
五
○
○
円
）

ラ
プ
ト
ー
ク
ン
愛
の
し
る
し
、
ウ
ィ

ス
キ
ー
ボ
ン
ボ
ン
が
入
っ
て
ま
す
。

（
八
○
○
円
）

ス
イ
ー
ト
ハ
ー
ト
あ
な
た
の
心
の
よ

う
に
甘
い
ワ
、
赤
い
ハ
ー
ト
の
ケ
ー
ス

が
こ
の
円
に
ぴ
っ
た
り
（
五
○
○
円
）

ラ
ブ
レ
タ
ー
彼
に
会
う
の
が
は
ず
か

し
い
あ
な
た
。
切
手
を
は
っ
て
そ
の
ま

ま
ポ
ス
ト
へ
。
（
五
○
○
円
。
切
手
代

は
別
で
す
）

プ
ル
ド
ゥ
ふ
た
り
の
た
め
に
と
い
う

フ
ラ
ン
ス
語
、
意
味
を
教
え
て
あ
げ
た

ら
・
・
・
…
。
（
三
○
○
円
）

炉

いよいよ試合開始です

☆
片
恋
の
人
は

そ
っ
と
心
を
た

く
し
て
ア
ッ
ア

ッ
進
行
中
の
人

も
い
と
し
い
彼

に
バ
レ
ン
タ
イ

ン
の
甘
い
錠
菓

子
を
ノ

コ
ス
モ
ポ
リ
タ

ン
ハ
ー
ト
型

の
ケ
ー
ス
や
ハ

" そばちよこ”のコレクションもあるピナコタ

メ
ニ
ュ
ー
は
お
い
し
い
ク
リ

ー
ム
コ
ロ
ッ
ケ
の
定
食
と
カ
レ

ー
。
定
食
は
み
そ
汁
と
漬
物
が

つ
い
て
い
て
三
八
○
円
。
カ
レ

ー
二
八
○
円
。
紅
茶
、
コ
ー
ヒ

ー
一
八
○
円
。
ラ
ン
チ
タ
イ
ム

は
ｎ
時
半
か
ら
１
時
半
ま
で
。

ピ
ナ
コ
タ
ー
生
田
区
北
野
町
六
甲
荘
下

濁
２
４
１
１
１
３
０
６
水
曜
休

菓
子
は
、
ソ
フ
ト
ク
ッ
キ
ー
を

丸
く
ロ
ー
ル
に
し
た
も
の
で
軽

い
口
当
り
。
三
時
の
お
茶
の
時

に
は
紅
茶
と
よ
く
合
い
そ
う
。

化
粧
缶
に
入
っ
て
五
○
○
円
か

ら
二
○
○
○
円
。
ユ
ー
ハ
イ
ム

コ
ン
フ
ェ
ク
ト
の
熊
内
店
（
画

２
２
１
１
１
１
６
４
）
と
神
戸

東
京
の
大
丸
で
売
ら
れ
て
い
ま

す
。☆

今
日
の
お
昼
は

ピ
ナ
コ
タ
定
食

蛸
壷
の
姉
妹
店
、
北
野
町
の

ピ
ナ
コ
タ
は
、
親
し
み
や
す
い

暖
か
い
店
で
、
お
い
し
い
料
理

も
楽
し
め
る
ス
ナ
ッ
ク
と
し
て

人
気
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
程

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
の
営
業
も
始
め

ま
し
た
。
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鍵

、

☆
ク
イ
ー
ン
エ
リ
ザ
ベ
ス
Ⅱ
世

が
や
っ
て
く
る
／
、

神
戸
市
貿
易
観
光
課
が
ま
と

め
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
今
年
入

港
予
定
の
観
光
船
は
一
年
間
で

二
十
四
隻
。
一
月
二
十
六
日
の

イ
ギ
リ
ス
船
「
キ
ャ
セ
イ
号
」

を
皮
切
り
に
、
観
光
シ
ー
ズ
ン

の
四
、
五
月
に
は
イ
ギ
リ
ス
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
か
ら
五
隻
、
十
月

に
は
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、

リ
ベ
リ
ア
か
ら
四
隻
が
相
次
い

で
入
港
の
予
定
だ
。
な
か
で
も

圧
感
は
三
月
五
日
に
初
入
港
す

る
イ
ギ
リ
ス
の
豪
華
客
船
「
ク

イ
ー
ン
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
ニ
世

号
」
（
六
五
、
八
六
三
少
、
定

員
千
五
百
人
）
。

姿を現わす第２号ビル

き
き

こ
の
こ
と
を
手
が
か
り
と
し
て
、
わ

クイーンエリザベズⅡ世号

同
船
は
一
月
中
旬
、
英
国
の

サ
ザ
ン
プ
ト
ン
港
か
ら
九
十
日

間
の
仙
界
一
周
航
海
に
出
発
し

そ
の
途
中
に
神
戸
へ
立
寄
る
。

世
界
一
周
の
お
値
段
は
最
低

六
百
万
円
か
ら
最
高
二
千
万
円

で
、
安
い
と
こ
ろ
で
も
一
日
当

り
六
万
円
も
す
る
超
豪
華
版
。

全
長
二
百
九
十
四
猫
の
超
ロ
ン

グ
サ
イ
ズ
だ
け
に
港
湾
局
も
入

港
に
は
万
全
の
対
策
を
す
る
構

え
だ
。

☆
海
と
山
が
一
望
で
き
る
超
高

層
ビ
ル
が
セ
ン
タ
ー
街
に

生
ま
れ
か
わ
り
つ
つ
あ
る
三

宮
セ
ン
タ
ー
街
に
大
き
な
ピ
ル

が
姿
を
現
わ
し
始
め
た
。

昭
和
四
十
一
年
に
着
手
さ
れ

た
三
宮
市
街
地
改
造
事
業
に
よ

る
も
の
で
、
昭
和
四
十
五
年
の

春
に
オ
ー
プ
ン
し
た
第
１
号
ピ

ン
（
さ
ん
プ
ラ
ザ
）
の
西
隣
に

位
置
す
る
。
こ
の
第
２
号
ビ
ル

は
、
地
下
二
階
、
地
上
十
九
階

の
超
高
層
ビ
ル
で
、
地
下
一
階

は
さ
ん
ち
か
ダ
ウ
ン
に
つ
な
が

り
、
地
上
二
階
は
オ
ー
バ
ー
ブ

リ
ッ
ジ
に
よ
っ
て
阪
急
西
口
に

結
ば
れ
る
。
地
下
一
階
に
飲
食

☆
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
大
学
生

神
戸
で
成
人
式

フ
レ
イ
ザ
ー
・
エ
ル
ダ
ー
君

一
九
五
四
年
ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド

生
れ
。
現
在
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
大

学
三
年
生
で
日
本
文
学
専
攻
の

ヤ
ン
グ
マ
ン
。
光
源
氏
に
あ
こ

が
れ
、
夏
、
激
石
が
好
き
だ
と

い
う
日
本
び
い
き
の
彼
は
、
二

十
歳
の
成
人
式
を
ぜ
ひ
日
本
で

迎
え
た
い
と
、
知
人
の
神
戸
市

の
渡
辺
さ
ん
（
葺
合
区
大
口
通

６
丁
何
“
）
の
家
に
昨
年
十
一

月
末
来
日
。

一
月
十
五
日
の
成
人
式
が
神

店
舗
、
地
上
一
階
か
ら
三
階
ま

で
一
般
店
舗
、
四
階
に
駐
車

場
、
五
、
六
階
に
電
気
機
械
室

と
ボ
ー
リ
ン
グ
場
、
七
階
か
ら

十
八
階
ま
で
事
務
室
、
十
九
階

に
は
レ
ス
ト
ラ
ン
が
予
定
さ
れ

て
い
る
が
、
全
館
の
完
成
は
今

年
中
に
と
い
う
こ
と
で
あ
る

が
、
店
舗
部
分
は
今
夏
ま
で
に

オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
。
数
年
後

に
は
、
第
３
号
ビ
ル
が
完
成

し
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ゾ
ー
ン
、

レ
ジ
ャ
ー
ゾ
ー
ン
、
ビ
ジ
ネ
ス

ゾ
ー
ン
、
そ
し
て
ゆ
っ
た
り
と

し
た
「
い
こ
い
の
広
場
」
が
配

置
さ
れ
た
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
場
が
生
ま
れ
、
三
宮
も
大

き
く
変
わ
る
で
あ
ろ
う
。

’
3０

た
し
た
ち
す
べ
て
が
、
精
神
薄
弱
児

（
者
）
を
あ
た
た
か
く
包
む
雰
囲
気
を
広

げ
る
と
同
時
に
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
か

け
が
え
の
な
い
生
命
に
つ
い
て
思
い
を

め
ぐ
ら
せ
、
年
に
一
度
の
誕
生
日
を
有

意
義
に
し
よ
う
と
い
う
運
動
で
す
。

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

神
戸
市
蒔
合
区
御
幸
通
八
の
九
の
一

神
戸
国
際
会
館
一
階
郵
便
局
の
前
電

話
二
五
一
’
八
一
六
一
ｌ
内
線
三
一
六

〃

誕
生
日

運
動

さ
い
◎

☆
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
と
は

精
神
薄
弱
問
題
の
啓
発
運
動
で
す
。

み
な
さ
ん
の
誕
生
日
の
お
祝
の
中
か

ら
意
識
的
に
百
円
節
約
し
て
貯
金
し
て

い
た
だ
く
。
各
家
庭
で
こ
の
問
題
に
つ

い
て
話
し
合
う
機
会
を
つ
く
っ
て
く
だ

全
神
戸
っ
子
の
誕
生
日
に

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
が
、
神
戸

市
長
田
区
室
内
小
学
校
で
誕
生
し
て
本

年
で
満
十
年
に
な
り
ま
す
。

さ
い
わ
い
に
も
み
な
さ
ん
の
あ
た
た

か
い
ご
声
援
に
よ
り
全
国
的
な
運
動
と

し
て
着
実
な
歩
み
を
続
け
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
地
元
の
神
戸
っ
子
百
四
十

万
市
民
の
中
で
、
自
分
の
誕
生
日
に
本

運
動
に
こ
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
方

は
、
残
念
な
が
ら
ま
だ
ま
だ
少
数
で

す
。本

年
度
の
こ
の
運
動
の
努
力
目
標
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
本
運
動
を
地
元
神
戸

で
よ
り
着
実
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
室
す
。

そ
こ
で
、
み
な
さ
ん
の
隣
人
、
知

人
、
職
場
、
学
校
で
、
本
運
動
を
広
め

て
く
だ
さ
い
。
特
に
口
コ
ミ
と
共
に
団

地
、
自
治
会
や
職
場
、
学
校
の
ミ
ー
ヨ

ミ
で
本
運
動
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
詳
し
い
こ
と

は
、
運
動
本
部
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

本
運
動
十
周
年
を
横
会
に
、
全
神
戸

っ
子
の
誕
生
日
に
、
こ
の
運
動
に
ご
参

加
く
だ
さ
る
よ
う
お
ね
が
い
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
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月
十
七
日
に
帰
国
す
る
予
定
。

☆
今
日
の
造
形
活
動
の

動
き
に
注
目
。

関
西
を
中
心
に
活
躍
し
て
い

る
現
代
作
家
の
招
待
展
〃
ア
ー

ト
・
ナ
ウ
布
″
が
今
年
は
一
月

五
日
か
ら
兵
庫
県
立
近
代
美
術

館
で
開
か
れ
た
。
い
ま
、
こ
れ

ら
の
作
家
の
動
き
を
判
断
す
る

に
も
、
新
し
い
造
形
領
域
を
提

示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
し
か

わ
か
ら
な
い
が
、
作
家
達
の
主

張
の
中
に
、
新
時
代
へ
の
兆
し

が
潜
ん
で
い
る
こ
と
は
事
実
。

奇
妙
だ
と
か
、
わ
か
ら
な
い
と

か
感
想
は
様
々
だ
け
ど
現
代
美

術
の
新
し
い
流
れ
と
方
向
と
を

展
望
す
る
意
味
で
も
、
毎
年
、

新
年
早
々
行
な
わ
れ
る
こ
の
展

覧
会
は
楽
し
み
で
あ
る
。覇霞鍵議鋳蕊驚'‘

唖. . q , . ｡ 噸 O 器リ
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作品／植松圭二

１
３

美
術

ガ
イ
ド

戸
市
立
体
育
館
で
開
か
れ
て
、

さ
っ
そ
く
紋
付
羽
織
袴
で
さ
っ

そ
う
と
登
場
。
振
袖
姿
の
二
十

歳
の
ジ
ャ
パ
ー
ー
ー
ズ
ガ
ー
ル
に

囲
ま
れ
て
思
わ
ず
に
っ
こ
り
。

☆
ニ
ー
ス
の
お
祭
り
に

獅
子
舞
い
と
灘
の
酒
が
参
加

毎
年
世
界
各
国
か
ら
参
加
す
る

フ
ラ
ン
ス
の
ニ
ー
ス
カ
ー
ニ
バ

ル
。
今
年
は
「
世
界
の
味
」
が
テ

ー
マ
と
し
て
開
催
さ
れ
る
。

神
戸
か
ら
は
、
竜
野
。
抑
神

社
の
獅
子
舞
い
と
灘
の
酒
大
関

と
が
参
加
す
る
。
神
戸
か
ら
の

使
節
が
参
加
す
る
の
は
今
年
で

四
度
目
に
な
る
が
、
今
回
参
加

す
る
の
は
、
ク
イ
ー
ン
神
戸
、

市
民
祭
協
会
代
表
、
灘
の
酒
大

関
、
柳
神
社
の
獅
子
舞
い
な
ど

総
勢
約
五
十
名
の
「
祭
り
の
親

善
使
節
」
で
、
一
行
は
二
月
四

日
に
出
発
し
、
五
日
の
花
を
投

げ
合
う
〃
花
合
戦
パ
レ
ー
ド
″

を
皮
切
り
に
、
ニ
ー
ス
に
集
ま

る
世
界
各
国
の
人
々
に
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
で
荘
厳
な
柳
神
社
の
獅

子
舞
い
と
灘
の
酒
大
関
と
を
披

露
す
る
。
一
行
は
、
ニ
ー
ス
の
あ

と
パ
リ
な
ど
の
観
光
を
経
て
二

★
兵
庫
県
立
近
代
美
術
館

フ
ジ
ク
の
時
代
１
／
妬
１
２
／
鉛

☆
白
跨
美
術
館

三
月
中
旬
ま
で
休
館

☆
大
丸
百
貨
店
四
階
美
術
画
廊

高
級
茶
道
具
展
１
／
釦
１
２
／
４

棋
岡
芦
平
大
津
絵
新
作
展

２
／
６
１
２
／
ｕ

舶
来
品
・
工
芸
品
パ
ザ
ー
ル

２
／
週
１
２
／
狙

恒
例
京
の
中
古
家
具
市２

／
鋤
１
２
／
邪

☆
さ
ん
ち
か
広
場

神
戸
市
小
学
校
図
工
展１

／
鋤
１
２
／
４

第
加
回
神
戸
二
紀
展

２
／
６
１
２
／
ｕ

神
戸
デ
ザ
イ
ナ
ー
学
蛎
律
唾
１
２
／
畑

さ
ん
ち
か
文
化
教
室
発
表
会

２
／
別
１
２
／
邪

☆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
さ
ん
ち
か

神
戸
の
散
歩
道
ｌ
竹
内
広
光
個
展

１
／
釦
１
２
／
４

第
加
回
神
戸
二
紀
展
２
／
６
１
２
／
、

兵
庫
県
独
立
美
術
協
瑳
鋤
蝦
歴
２
／
妃

フ
ォ
ト
メ
ン
ズ
ク
ラ
”
握
加
１
２
／
坊

☆
Ｋ
Ｏ
６
ギ
ャ
ラ
リ
ー

武
庫
川
女
子
大
学
写
真
部
展

１
／
釦
１
２
／
５

蔀
津
崎
錨
腿
デ
ィ
リ
馴
存
峠
叩
”
錘
哩

松
井
香
端
塾
展
２
／
咽
１
２
／
岨

明
石
短
期
大
学
イ
ン
テ
リ
ア
建
築
デ
ザ

ィ
ン
コ
ー
ス
制
作
展

２
／
鋤
１
２
／
妬

山
本
隆
人
洋
画
展
２
／
野
１
３
／
５

★
ギ
ラ
リ
ー
新
光

朝
鮮
古
陶
展
第
三
部
秀
碗
展

２
／
１
１
２
／
、

聖
ラ
フ
ァ
エ
ロ
幼
稚
麺
掴
唾
咋
温
握
皿

☆
ト
ア
ロ
ー
ド
画
廊

堀
尾
貞
治
個
展
２
／
狸
１
３
／
２

や

はたちのお嬢さんに囲まれて

☆
Ｈ
な
あ
な
た
に
教
え
ま
す

最
近
急
増
し
て
い
る
Ｈ
人
口

に
正
統
な
Ｈ
教
育
を
施
す
べ
く

通
信
教
育
講
座
〈
Ｈ
大
学
〉
が
こ

の
二
月
一
日
、
Ｈ
お
じ
さ
ん
を

総
長
に
戴
い
て
発
足
し
た
。

講
義
は
電
話
と
プ
リ
ン
ト
に

よ
っ
て
行
わ
れ
、
前
期
は
２
／

１
１
７
／
証
、
後
期
は
８
／
１

ｌ
旭
／
瓢
。
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
Ｈ

の
何
た
る
か
を
修
得
し
、
ゼ
ミ

旅
行
で
は
実
践
に
よ
っ
て
理
論

を
検
証
す
る
と
か
。

単
位
取
得
者
に
は
名
誉
あ
る

なくなった三菱ホームコーナー

Ｈ
大
学
の
卒
業
証
書
と
Ｈ
の
虎

の
巻
を
授
与
す
る
。
受
講
資
格

は
喝
歳
以
上
で
Ｈ
で
あ
る
こ

と
。
授
業
料
前
期
分
六
千
円
を

神
戸
中
央
郵
便
局
私
書
箱
一
一

五
八
号
ま
で
納
め
て
下
さ
い
。

連
絡
先
／
二
四
一
・
八
○
八
○
レ
モ
ン
ク

ラ
プ
事
務
局

☆
惜
し
ま
れ
る
三
菱
ホ
ー
ム

コ
ー
ナ
ー
画
廊
の
閉
鎖

昭
和
四
十
年
十
月
一
日
さ
ん

ち
か
ダ
ウ
ン
の
オ
ー
プ
ン
と
と

も
に
開
設
さ
れ
た
無
料
で
使
え

る
画
廊
「
三
菱
ホ
ー
ム
コ
ー
ナ

ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
が
今
年
一
月

二
十
日
に
同
タ
ウ
ン
改
造
の
た

め
閉
廊
し
た
。

気
軽
に
使
え
、
し
か
も
無
料

で
あ
っ
た
た
め
か
、
多
く
の
人

々
が
作
品
展
を
開
き
、
申
し
込

み
は
、
三
倍
か
ら
の
競
争
率
。

こ
れ
ま
で
、
写
真
、
絵
画
、
造

花
な
ど
二
百
四
十
八
回
の
作
品

展
が
催
さ
れ
た
。
最
後
の
作
品

展
は
、
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ

た
お
礼
を
こ
め
て
「
神
戸
フ
ラ

ワ
ー
協
会
一
周
年
記
念
展
」
が

開
か
れ
、
美
し
い
い
ろ
ど
り
の

造
花
が
咲
い
た
。
改
造
後
は
同

コ
ー
ナ
ー
と
ガ
ス
会
社
シ
ョ
ー
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り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
人

と
芸
術
を
レ
コ
ー
ド
ば
か
り
で

な
く
生
演
奏
の
体
験
を
通
じ
て

解
明
し
、
そ
の
芸
術
の
響
き
が

伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
、
世
界

の
指
揮
者
た
ち
の
い
か
に
芸
術

性
が
高
い
か
が
わ
か
る
。

世
界
の
名
抑
指
者
／
小
石
忠
男
箸

音
楽
之
友
社
発
行
三
一
六
頁
一
二
○
○
円

☆
明
石
と
垂
水
の
歴
史
は
二
億

五
千
年
前
か
ら
始
ま
る

自
動
車
評
論
家
と
し
て
、
ま

た
郷
土
史
家
と
し
て
活
躍
の
川

口
陽
之
さ
ん
（
垂
水
区
在
住
）

が
こ
ん
ど
「
垂
水
と
明
石
の
史

跡
ｌ
赤
石
の
く
に
」
を
出
版

さ
れ
た
。
本
書
は
郷
土
史
誌
と

し
て
は
「
垂
水
の
史
跡
」
「
缶

国
扇
月
○
”
曙
○
吋
目
跨
”
ご

更
口
」
（
英
文
版
）
に
続
い
て
六

冊
目
に
ま
る
。
内
容
は
二
億
五

～

と
い
う
機
会
は
殆
ん
ど
な

い
。
も
っ
と
も
関
西
で
は
、

奈
良
の
薪
能
で
こ
の
五
流
が

揃
う
。
こ
れ
は
い
ま
に
始
ま

っ
た
こ
と
で
は
な
い
、
興
福

寺
で
の
勧
進
能
に
端
を
発
し

た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
と
き

ば
か
り
は
、
大
和
に
誕
生
し

た
能
楽
と
い
う
意
味
も
含
め

て
、
五
流
の
家
元
が
立
会

い
、
能
が
勤
仕
さ
れ
て
き
た

の
で
あ
る
。
そ
の
伝
統
は
い

ま
も
脈
々
と
続
い
て
お
り
、

そ
の
薪
能
は
い
ろ
い
ろ
な
形

で
各
地
で
催
さ
れ
る
よ
う
に

た
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
別
と
し
て
も
、
現

繍
ル
ー
ム
と
が
広
場
に
な
り
、
神

戸
っ
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場

が
ま
た
ひ
と
つ
ふ
え
そ
う
。

☆
世
界
の
指
揮
者
た
ち
の

芸
術
に
感
動
の
箸

音
楽
評
論
家
の
小
石
忠
男
さ

ん
（
垂
水
区
在
住
）
の
著
に
よ

る
「
世
界
の
名
指
揮
者
」
が
音

楽
之
友
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。

「
レ
コ
ー
ド
芸
術
」
誌
に
連
載

さ
れ
て
い
る
「
世
界
の
指
揮
者

１
人
と
芸
術
」
か
ら
十
六
篇

を
選
ん
で
集
め
た
も
の
で
カ
ラ

ャ
ン
、
小
沢
征
爾
と
国
際
的
に

活
躍
す
る
情
揮
者
十
六
名
が
と

新
年
早
々
に
神
戸
文
化
ホ

ー
ル
で
期
待
の
五
流
能
が
ひ

ら
か
れ
た
。
能
楽
の
五
流
と

い
う
の
は
ご
存
知
の
と
お

り
、
金
春
、
観
世
、
宝
生
、

金
剛
、
喜
多
の
シ
テ
方
五
流

儀
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

こ
の
五
流
が
一
堂
に
集
う

醤
無
職
９

☆
神
戸
五
流
能
の
快
挙

花時計

在
、
能
楽
五
流
が
立
合
う
能

と
い
う
の
は
、
朝
日
五
流
能

が
な
く
ま
っ
て
か
ら
関
西
で

は
殆
ん
ど
観
る
機
会
が
な

い
。
こ
の
度
の
五
流
能
の
公

演
は
そ
う
い
っ
た
意
味
で
大

変
に
意
義
深
い
能
だ
と
い
え

る
。
能
組
は
「
神
歌
」
を
藤

井
久
雄
、
上
田
照
也
、
吉
井

順
一
「
高
砂
」
を
金
剛
巌

「
楊
貴
妃
」
は
観
世
宗
家
。

「
小
鍛
冶
」
を
喜
多
長
世
と

豪
華
な
メ
ン
バ
ー
の
能
で
あ

る
。
ぜ
ひ
と
も
、
こ
の
能
が

西
日
本
を
代
表
す
る
五
流
能

と
し
て
育
っ
て
ほ
し
い
も
の

だ
。
〈
Ｙ
〉

小石忠男さん
あ

’
3２

★
画
家
の
鴨
居
玲
さ
ん
昨
年
末
ス
ペ
イ

ン
か
ら
帰
国
、
新
春
を
神
戸
で
迎
え
て

一
月
十
六
日
に
パ
リ
へ
旅
立
た
れ
篭
し

た
。
五
月
二
十
八
日
か
ら
約
二
週
間
、

ニ
ョ
ー
ョ
ー
ク
の
ハ
ー
マ
ン
ギ
ャ
ラ
リ

ー
で
の
個
展
が
決
定
。

★
画
家
の
西
村
功
さ
ん
が
一
年
の
パ
リ

滞
在
を
終
え
て
二
月
に
帰
神
さ
れ
ま
す

★
神
戸
労
音
が
創
設
二
十
四
年
に
ピ
リ

オ
ド
を
打
ち
、
昨
年
十
二
月
一
日
か
ら

「
神
戸
音
楽
友
の
会
」
と
し
、
入
会
金

を
廃
止
。
年
間
会
費
制
度
を
と
り
入
れ

再
ス
タ
ー
ト
。

委
員
長
山
本
正
信
副
委
員
長
生
駒
洋

二
、
田
昭
五
、
寺
井
昭
子
事
務
局
長
柴

田
隆
弘
の
皆
さ
ん
。
な
お
住
所
表
示
が

変
更
。
〒
師
神
戸
市
葺
合
区
御
幸
通
八

丁
目
一
番
六
号
神
戸
国
際
会
館
４
Ｆ
画

（
○
七
八
）
二
二
一
’
○
六
九
六

☆
照
明
家
の
林
恵
介
さ
ん
が
移
転
さ
れ

ま
し
た
。
〒
剛
西
宮
市
久
保
町
加
Ｉ
恥

メ
ガ
ロ
コ
ー
プ
Ⅱ
晒
号
（
○
七
九
八
）

三
四
’
三
四
八
五
★
メ
ゾ
ン
ド
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
〃
音
楽
の
家
“
の
堀
郁
子
さ
ん

が
移
転
し
た
と
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
し

た
。
〒
剛
神
戸
市
生
田
区
江
戸
町
皿
三

共
生
興
ス
カ
イ
マ
ン
シ
ョ
ン
６
階
叩
号

喬
（
○
七
八
）
三
三
一
’
○
八
一
三

☆
ニ
ッ
ト
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
郡
あ
き
さ

ん
の
教
室
が
、
元
町
プ
ラ
ザ
文
化
セ
ン

タ
ー
・
山
陽
文
化
セ
ン
タ
ー
が
増
設
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
自
宅
の
新
住
所
は
、

神
戸
市
須
磨
区
衣
掛
町
３
丁
目
１
ノ
蛇

〒
剛
園
（
○
七
八
）
七
三
一
－
七
七
○

九☆
バ
レ
リ
ー
ナ
の
上
月
倫
子
さ
ん
が
、

２
月
加
日
東
京
文
京
公
会
堂
で
小
林
恭

バ
レ
エ
団
の
公
演
に
よ
る
Ｅ
Ｃ
プ
ロ
ン

チ
作
「
嵐
ケ
丘
」
に
谷
桃
子
さ
ん
ら
と

共
に
出
演
さ
れ
ま
す
。

☆
テ
ィ
ー
ル
セ
ン
・
ゆ
か
り
さ
ん
（
下

大
路
由
佳
）
に
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
。

テ
ー
ル
セ
ン
君
二
世
誕
生
。
お
め
で
と

う
。

千
万
年
前
の
地
質
時
代
か
ら
縄

文
、
弥
生
時
代
を
経
て
現
代
ま

で
の
歴
史
書
と
し
て
ま
た
史
跡

案
内
書
と
し
て
明
石
・
垂
水
が

網
羅
さ
れ
て
い
る
。
「
今
後
も

更
に
開
発
が
進
み
、
変
貌
し
つ

つ
あ
る
垂
水
を
、
住
み
よ
い
町

に
育
て
て
ゆ
く
う
え
の
良
き
参

考
書
で
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
」
（
宮
崎
神
戸
市
長
序
文
）
と

同
書
の
役
割
を
述
べ
ら
れ
て
あ

り
、
明
石
垂
水
の
地
を
今
再
び

見
直
し
た
い
。

み
る
め
書
房
発
行
、
三
四
六
頁
九
八
○
円

挿
入
地
図
イ
ラ
ス
ト
福
田
太
加
志

｢ 赤石の< に」

【
○
嗣
国
も
○
の
目
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額

ハイセンスの紳士服で最高のおしゃれを. ／

三恵洋服店
元町４丁目ＴＥＬ( 3 4 1 ) 7 2 9 0

1３３

蕊額縁絵画・洋画材料
室内工芸品

鍵蕊蕊鰯

下さいませ
皆様そろってぜひご利用

くつ甲美術品とアクセサリーの専門店

積製末

洋菓子
アイスクリーム

三宮・大丸北
トア・ロード
33 1 - 1 3 0 9 . 6 2 4 3 太 田篭甲店

元町１丁目ＴＥＬ( 3 3 1 ) 6 1 9 5

喫茶室

四
囲

=宮ｾﾝﾀｰ店浸
'３階|レストラン

E園

喫茶･ パーラー

北欧の銘菓| | 灘蕊蕊蕊蕊，
卿ﾕｰﾊｲﾑ.ｺﾝﾌﾞ曇ｸ,‐
同本社･ 工鳴･ 熊内店神戸市葺合区熊内町; の８( 市立美術館東隣）
目三宮センター街本店神戸三富ｾ ﾝ ﾀ ｰ 賛( 洋菓子喫茶･ ﾚ ｽ ﾄ ﾗ ﾝ ）

Ｔ
Ｔ
Ｅ１．２２１．.Il64
E L 3 3 1 - 2 4 2 1

l蕊1１
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六甲オリエンタルホテル
ＴＥＬ・ｓ３１－Ｂｌ

や
っ
ぱ
り
う
ま
い

む
さ
し
の
と
ん
か
つ

ＴＥＬ・Ｂｇｌ－Ｏ３３３

ﾑ茎
参

で
ん
わ

321321331
１１１
○○三
六六七
三三七
五四一

●

お
す
レ

イ
い
ぶ
ら

営業時間
Ａ､Ｍ､11. 3 0～Ｐ.Ｍ9．００

134オ リエンタルホテル

禁
涌

本
店
大
丸
前
・
三
宮
神
社
東

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
知
）
顕
”
”
池
１
４

（
毎
週
水
曜
日
休
み
）

支
店
さ
ん
ち
か
味
の
の
れ
ん
街

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
弧
）
５
２
３
３

（
第
３
水
曜
日
休
み
）

高級紳士服専門店

神戸テーラー

さんちかメ
生田区北長 西側）

ＴＥＬ( 3 9 1 ) 0 3 8 8
ＴＥＬ(331 ) 2 8 1 7 ･３１７３
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＊
凌
輝

”ｰ

そ
の
救
急
病
院
は
、
湊
川
公
園
の
西
寄
り
に
あ
っ
た
。

薬
の
に
お
い
、
血
の
に
お
い
。
病
院
独
特
の
体
臭
が
全
く
意
識

に
上
ら
ぬ
ほ
ど
興
奮
し
て
い
る
の
に
戸
波
自
身
は
気
付
い
て
い
な

い
。処

置
室
が
、
廊
下
の
突
き
当
り
に
み
え
た
。
「
手
術
中
」
の
赤

い
ラ
ン
プ
が
眼
に
飛
び
こ
む
。

め
ざ
と
く
み
つ
け
た
と
み
え
て
、
松
岡
記
者
が
早
足
で
近
づ
い

て
き
た
。

「
お
、
松
ち
ゃ
ん
。
容
態
は
、
ど
う
や
」

「
い
ま
、
手
術
中
で
す
」

「
で
、
け
が
の
程
度
は
．
…
：
」

「
そ
れ
が
で
す
ね
、
脳
底
骨
折
ら
し
い
で
す
。
医
者
は
、
首
を
ひ

ね
っ
て
ま
し
た
が
…
…
」

「
ダ
メ
か
も
し
れ
ん
、
と
い
う
こ
と
か
」

「
え
、
ま
あ
。
…
．
．
」

手
術
室
に
横
た
わ
っ
て
い
る
堂
本
俊
夫
と
い
う
人
物
と
、
戸
波

青
い
焔

口
連
載
小
説
〈
Ⅳ
〉

葉
月
一
郎

え
・
小
西
保
文
（
題
字
も
）

と
が
、
ど
ん
な
関
係
に
あ
る
の
か
、
新
聞
記
者
ら
し
い
好
奇
心
を

表
情
い
つ
ぱ
い
に
み
な
ぎ
ら
せ
て
、
松
岡
が
の
ぞ
き
こ
む
。
し
か

し
、
そ
れ
を
よ
み
と
る
ほ
ど
の
余
裕
が
戸
波
に
は
な
い
。

「
で
、
遺
族
の
、
い
や
、
家
族
の
人
た
ち
は
い
ま
、
ど
こ
に
…
」

「
あ
、
あ
そ
こ
の
長
椅
子
に
…
…
」

処
置
室
前
の
廊
下
に
あ
る
椅
子
を
、
松
岡
は
眼
で
示
し
た
。

「
あ
の
右
端
で
、
和
服
を
着
て
、
う
つ
む
い
て
い
る
の
が
奥
さ
ん

５
１
３
１

〈
あ
ら
す
じ
〉
神
戸
に
君
臨
す
る
大
企
業
、
兵
庫
製
鉄
（
兵
鉄
）
の
公
害
を
な
く
す

た
あ
毎
朝
新
聞
神
戸
支
局
が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
企
画
、
取
材
を
す
す
塗
て
い
た
。
昭

和
四
十
五
年
秋
の
こ
と
だ
。

怠
惰
な
日
常
の
中
で
仕
事
へ
の
情
熱
を
失
っ
て
い
た
戸
波
峻
記
者
も
石
津
支
局
長

に
誘
わ
れ
て
参
加
す
る
。
た
ま
た
ま
酔
客
に
か
ら
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
助
け
て
や

っ
た
兵
鉄
秘
書
課
の
細
川
亜
紀
子
と
親
し
く
な
り
、
亜
紀
子
は
会
社
首
脳
の
新
聞
対

顕
な
ど
を
戸
波
に
知
ら
せ
て
協
力
す
る
。

兵
鉄
の
和
久
井
社
長
ら
と
の
会
見
も
実
現
す
る
が
、
社
長
ら
は
高
姿
勢
の
答
弁
を

繰
り
返
す
。
花
房
総
務
部
長
を
中
心
に
新
聞
社
工
作
を
す
す
め
、
広
告
の
掲
戦
も
と

り
や
め
る
。
哀
た
亜
紀
子
を
工
場
勤
務
に
配
置
換
え
す
る
。

か
つ
て
戸
波
の
書
い
た
記
事
の
た
め
に
職
場
を
追
わ
れ
た
堂
本
俊
夫
と
い
う
男
が

交
通
事
故
に
遭
う
。
家
族
は
「
一
輝
朝
新
聞
に
は
ロ
を
き
か
ん
」
と
取
材
拒
否
を
し
た

が
・
・
・
…
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～可

で
す
。
そ
の
横
に
立
っ
て
い
る
、
ホ
ラ
、
い
ま
こ
ち
ら
見
て
る
若

い
女
性
が
、
一
番
上
の
娘
さ
ん
ら
し
い
の
で
す
け
ど
」

「
ら
し
い
っ
て
い
う
の
は
…
…
」

「
い
や
、
あ
の
娘
さ
ん
、
電
話
で
報
告
し
た
よ
う
に
、
ボ
ク
が
毎

朝
新
聞
だ
と
い
っ
た
ら
、
何
も
話
し
て
く
れ
な
く
っ
て
…
…
。
だ

か
ら
、
他
社
の
記
者
に
聞
い
た
ん
で
す
。
そ
し
た
ら
、
長
女
で

“
し
の
蕊
惣
っ
て
名
前
だ
と
い
う
こ
と
で
す
け
ど
’
」

「
・
・
・
・
。
。
」

「
高
校
出
て
、
こ
の
春
か
ら
、
会
社
へ
勤
め
に
出
て
る
そ
う
で
す
」

そ
の
こ
と
ば
を
途
中
で
遮
っ
て
、
戸
波
は
ゆ
っ
く
り
と
母
娘
の

方
へ
足
を
運
ん
で
い
た
。

松
岡
と
話
を
は
じ
め
た
と
き
か
ら
、
娘
の
視
線
が
ピ
シ
ャ
リ
と

戸
波
を
と
ら
え
た
ま
ま
離
れ
よ
う
と
し
な
い
の
に
気
付
い
て
い

る
。
そ
の
視
線
に
誘
い
こ
ま
れ
る
よ
う
に
、
足
が
ひ
と
り
で
に
動

き
出
し
た
、
と
い
っ
た
方
が
い
い
の
か
も
し
れ
ぬ
。

娘
は
、
み
じ
ろ
ぎ
も
せ
ず
に
、
待
ち
受
け
て
い
た
。

濃
く
、
ふ
と
い
眉
は
、
明
ら
か
に
父
親
譲
り
な
の
だ
ろ
う
、
そ

の
眉
が
、
か
す
か
に
動
い
て
、
化
粧
け
の
な
い
口
元
か
ら
言
葉
が

噴
き
出
し
て
き
た
。

「
あ
な
た
、
戸
波
さ
ん
ね
」

「
戸
波
で
す
」

同
時
に
、
い
っ
た
。

額
に
か
か
る
諭
髪
を
、
は
ね
の
け
る
よ
う
に
し
て
娘
ｌ
し
の

ぶ
は
言
葉
を
つ
づ
け
た
。

「
父
を
、
こ
ん
な
目
に
あ
わ
せ
た
の
は
、
あ
な
た
よ
・
あ
な
た
な

の
よ
」

「
。
。
：
。
。
」

「
あ
な
た
の
記
事
の
お
か
げ
で
、
父
は
、
前
の
会
社
、
ク
ビ
に
な

っ
た
わ
。
そ
し
て
、
い
ま
の
、
工
務
店
に
変
わ
っ
た
の
よ
」

「
就
職
は
、
私
の
方
で
も
…
…
」

「
冗
談
じ
ゃ
な
い
。
新
聞
社
な
ん
か
に
、
世
話
し
て
も
ら
う
こ
と

な
い
わ
よ
・
そ
ん
な
こ
と
で
、
帳
消
し
に
な
る
な
ん
て
、
甘
っ
た

れ
な
い
で
よ
」

「
・
・
・
・
、
。
」

「
い
ま
の
新
し
い
仕
事
、
と
て
も
疲
れ
る
っ
て
い
っ
て
た
わ
。
第

一
、
前
く
ら
い
の
給
料
と
ろ
う
と
思
っ
た
ら
、
二
日
に
一
度
は
残

業
し
な
い
と
ダ
メ
だ
し
…
…
」

平
手
打
ち
の
よ
う
な
稚
郎
が
、
マ
シ
ン
・
ガ
ン
の
よ
う
に
飛
び

出
し
て
く
る
。

「
そ
う
よ
。
き
ょ
う
だ
っ
て
、
二
、
三
日
前
か
ら
カ
ゼ
ひ
い
て
い

た
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
、
し
ん
ど
い
ナ
と
い
い
な
が
ら
出
か
け
て
い

っ
た
の
よ
・
そ
し
た
ら
、
と
う
と
う
…
…
」

ふ
と
い
眉
の
下
の
、
黒
目
が
ち
な
瞳
か
ら
、
い
ま
に
も
涙
が
こ

ぼ
れ
そ
う
に
あ
ふ
れ
か
け
て
い
る
。

そ
れ
を
圧
し
殺
す
よ
う
に
キ
ュ
ッ
と
短
か
く
唇
を
か
む
と
、
し

の
ぶ
は
腹
の
底
か
ら
声
を
し
ぼ
り
出
し
た
。

「
事
故
に
遭
わ
せ
た
の
は
、
あ
な
た
よ
・
前
の
会
社
へ
．
：
…
報
徳

工
業
さ
え
行
っ
て
い
た
ら
、
残
業
し
左
く
て
も
い
い
し
、
あ
ん
た

危
た
い
道
、
通
ら
な
く
て
済
ん
だ
し
、
カ
ゼ
ひ
い
て
休
ん
で
も
給

料
か
わ
ら
な
い
し
．
…
：
。
だ
か
ら
、
あ
な
た
よ
・
あ
な
た
が
父
を

あ
ん
な
ひ
ど
い
目
に
遭
わ
せ
た
ん
や
わ
」

隙
か
ら
涙
は
引
い
て
い
た
。
か
わ
り
に
、
む
き
出
し
の
憎
悪
が

放
射
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
ま
る
で
青
い
焔
の
よ
う
に
メ
ラ
メ
ラ

と
熱
を
帯
び
て
燃
え
た
。

こ
の
娘
の
怒
り
が
、
わ
か
ら
な
い
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
失
業

か
ら
再
就
職
に
い
た
る
間
、
い
や
新
し
い
仕
事
に
つ
い
て
か
ら
も

事
あ
る
た
び
に
家
族
の
間
で
問
題
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

（
こ
れ
と
い
う
の
も
、
み
な
、
あ
の
新
聞
記
事
の
せ
い
や
）

平
穏
な
歳
月
の
な
か
で
、
さ
さ
や
か
左
給
料
の
増
加
や
子
ど
も

の
成
長
を
喜
び
と
す
る
、
そ
う
い
っ
た
日
常
性
が
、
こ
の
一
家
を

優
し
く
包
ん
で
い
た
に
違
い
な
い
。

ま
じ
め
な
勤
務
の
あ
け
く
れ
を
突
然
破
っ
た
一
片
の
新
聞
記

事
。
そ
れ
は
、
書
い
た
側
の
想
像
を
超
え
た
怒
り
を
呼
ん
だ
の
だ

ろ
う
。戸

波
に
も
言
い
分
は
あ
る
。

労
働
事
件
で
逮
捕
さ
れ
た
と
報
じ
た
容
疑
者
ｌ
被
告
が
五
年

越
し
に
無
罪
判
決
を
か
ち
と
っ
た
。
そ
れ
を
書
く
の
は
義
務
で
あ

り
、
被
告
の
喜
び
に
も
通
じ
る
は
ず
で
は
意
い
か
’
こ
れ
が
、

心

１
３６

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



’
3７

そ
の
声
は
、
先
ほ
ど
よ
り
鋭
さ
を
失
っ
て
い
た
。

「
い
や
、
僕
も
、
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
で
き
る

だ
け
の
こ
と
は
さ
せ
て
頂
き
ま
す
か
ら
…
…
」

心
の
底
の
ど
こ
か
で
（
そ
ん
な
に
詫
び
な
く
て
も
）
と
い
う
声

が
す
る
。

し
か
し
、
一
方
で
は
錐
で
刺
す
よ
う
な
痛
み
が
戸
波
の
意
識
を

さ
い
ま
ん
で
い
る
よ
う
な
・
・
・
…
。

取
材
で
二
、
三
度
会
っ
た
こ
と
の
あ
る
医
師
が
、
廊
下
を
通
り

の
が
あ
る
。
「
い
い
が
か
り
だ
」
と
斬
り

捨
て
ら
れ
る
ほ
ど
、
戸
波
の
気
持
は
明
快

で
は
な
い
。

「
申
し
わ
け
あ
り
ま
せ
ん
」

眼
を
伏
せ
て
、
頭
を
垂
れ
た
。

こ
の
娘
と
、
こ
こ
で
議
論
を
す
る
ほ
ど

戸
波
は
若
く
な
い
。
け
れ
ど
も
、
謝
っ
た

ブ
リ
を
し
て
、
こ
の
場
を
や
り
す
ご
し
て

し
ま
う
ほ
ど
老
塘
で
も
ま
い
。
そ
れ
な

ら
、
は
じ
め
か
ら
病
院
へ
や
っ
て
こ
な
か

っ
た
は
ず
だ
。

と
り
あ
え
ず
、
堂
本
一
家
の
怒
り
の
集

中
砲
火
を
浴
び
る
場
所
へ
身
を
置
く
こ
と

で
、
い
く
ぶ
ん
で
も
一
家
の
気
持
が
お
さ

童
れ
ば
ｌ
と
い
う
願
い
が
あ
っ
た
の
は

事
実
で
あ
る
。

し
の
ぶ
は
、
何
か
い
お
う
と
し
て
言
葉

に
な
ら
な
い
い
ら
だ
ち
を
幼
い
顔
に
み
な

ぎ
ら
せ
た
。

祈
る
よ
う
に
、
う
つ
む
い
た
き
り
だ
っ

た
母
親
が
、
そ
の
娘
の
袖
を
押
さ
え
る
よ

う
に
つ
か
ん
で
い
る
。
も
う
何
も
い
う

な
、
と
訴
え
か
け
て
い
る
よ
う
次
表
情

だ
。「

あ
や
ま
っ
て
も
ら
っ
て
、
済
む
こ
と
や

な
い
わ
」

あ
の
と
き
の
判
断
だ
っ
た
。

結
果
は
、
し
か
し
「
失
業
」
と
い
う
意
外
な
事
態
を
招
い
た
。

そ
し
て
い
ま
、
交
辿
事
故
の
被
害
者
の
立
場
へ
と
追
い
落
と
さ
れ

て
い
る
。

失
業
も
事
故
も
、
あ
の
記
事
の
せ
い
だ
、
と
い
う
論
理
は
、
い

さ
さ
か
誇
張
で
あ
り
、
い
い
が
か
．
り
と
、
も
い
え
る
。
少
な
く
と
も

そ
の
全
責
任
を
負
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
筋
合
い
の
も
の
で
は
友
い
。

だ
が
、
そ
う
い
い
切
る
に
は
、
何
か
心
の
中
に
ひ
っ
か
か
る
も
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か
か
っ
た
。
そ
れ
を
機
会
に
、
こ
の
場
を
離
れ
る
こ
と
に
し
た
。

「
で
は
、
い
ず
れ
、
ま
た
」

し
の
ぶ
に
、
も
う
一
度
、
頭
を
下
げ
た
。
そ
の
ま
ま
医
師
の
あ

と
を
追
う
。
堂
本
の
手
術
結
果
や
今
後
の
こ
と
を
頼
ん
で
お
か
な

く
て
は
な
る
ま
い
。

し
の
ぶ
が
、
戸
波
を
追
お
う
と
す
る
。
し
か
し
、
足
は
半
歩
し

か
動
か
な
い
。

そ
の
瞳
の
奥
に
、
再
び
焔
が
燃
え
は
じ
め
た
。
青
い
、
怒
り
の

焔
で
あ
る
。

だ
が
、
支
局
長
は
鍋
を
突
つ
い
て
い
た
。
戸
波
の
方
へ
眼
を
や

ろ
う
と
も
し
な
い
。

「
支
局
長
」

「
忘
れ
る
こ
と
や
な
、
君
は
」

相
変
ら
ず
箸
を
迎
び
な
が
ら
、
酒
れ
た
声
を
出
し
た
。

「
忘
れ
る
っ
て
、
堂
本
の
こ
と
で
す
か
」

「
君
ら
は
た
、
い
い
原
稿
だ
け
書
け
ば
い
い
。
書
い
た
も
ん
だ
け

が
勝
負
や
。
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
モ
ロ
モ
ロ
の
出
来
事
は
、
ま

あ
、
お
れ
の
縄
張
り
や
。
ま
か
し
て
も
ら
お
か
」

「
し
か
し
、
こ
ん
ど
の
件
は
で
す
ね
」

「
こ
ん
ど
も
毎
度
も
あ
り
や
せ
ん
よ
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
分
担
が

で
き
と
る
。
そ
の
ル
ー
ル
を
守
れ
ば
い
い
。
そ
う
い
う
こ
っ
ち
ゃ
」

「
じ
ゃ
、
う
か
が
い
ま
す
け
ど
、
堂
本
の
事
故
の
件
、
支
局
長
は

ど
う
処
理
さ
れ
る
つ
も
り
で
す
か
」

「
う
む
、
ま
あ
、
よ
く
考
え
て
み
よ
う
」

コ
ッ
プ
に
あ
ふ
れ
そ
う
な
畑
酒
を
、
こ
の
上
司
は
一
気
に
半
分

近
く
飲
ん
だ
。
そ
し
て
、
は
じ
め
て
戸
波
を
み
つ
め
た
。

「
お
れ
は
な
ア
、
時
々
思
う
こ
と
が
あ
る
よ
。
新
聞
な
ん
か
、
な

く
な
っ
て
し
も
た
方
が
い
い
ん
や
な
い
か
と
」

「
な
く
な
る
．
…
．
．
？
」

「
た
し
か
に
、
新
聞
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。
国
民
の
大
多
数

は
、
新
聞
が
な
か
っ
た
ら
、
明
日
か
ら
困
る
や
ろ
。
そ
や
け
ど
な

新
聞
の
た
め
に
殺
さ
れ
た
り
、
傷
つ
け
ら
れ
た
り
、
何
の
落
度
も

左
い
の
に
社
会
か
ら
葬
ら
れ
た
人
の
数
も
、
バ
カ
に
な
ら
ん
と
思

う
の
や
」

「
。
。
・
・
・
。
」

「
具
合
わ
る
い
こ
と
に
、
そ
ん
な
場
合
、
た
い
て
い
は
新
聞
が
そ

れ
に
気
付
い
と
ら
ん
。
む
し
ろ
、
善
意
で
や
っ
た
こ
と
が
、
逆
に

相
手
を
追
い
こ
む
。
今
度
も
そ
う
や
け
ど
、
そ
ん
な
例
は
珍
し
く

た
い
の
と
違
う
や
ろ
か
」

支
局
長
の
額
に
、
湯
気
が
か
か
る
。
そ
れ
を
払
い
の
け
る
よ
う

に
し
て
、
コ
ッ
プ
を
乾
す
と
、
言
葉
を
つ
づ
け
た
。

「
二
十
何
年
も
こ
の
商
売
や
つ
と
る
と
、
ふ
っ
と
過
去
を
振
り
返

り
と
う
な
る
ね
ん
。
そ
ん
な
と
き
、
一
番
に
頭
に
浮
か
ぶ
の
が
、

’
3８

生
田
筋
の
、
い
か
に
も
大
衆
的
な
鍋
も
の
料
理
の
店
ら
し
く
、

店
内
は
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。

新
鮮
な
鮭
を
ふ
ん
だ
ん
に
入
れ
た
石
狩
鍋
が
、
家
庭
的
な
湯
気

を
立
ち
の
ぼ
ら
せ
て
い
る
。
そ
の
湯
気
の
向
こ
う
で
、
石
津
支
局

長
が
細
い
眼
を
い
っ
そ
う
細
く
し
た
。

「
そ
ん
な
、
む
つ
か
し
い
顔
し
と
ら
ん
と
、
ま
あ
、
飲
め
よ
」

お
銚
子
を
戸
波
に
す
す
め
る
と
、
自
ら
は
コ
ッ
プ
に
威
勢
よ
く

畑
酒
を
流
し
こ
ん
だ
。

聞
い
て
ほ
し
い
話
が
あ
る
、
と
誘
っ
た
の
は
戸
波
で
あ
る
。
時

間
外
れ
の
晩
飯
を
兼
ね
よ
う
、
と
支
局
長
は
こ
の
店
へ
案
内
し
た
。

堂
本
俊
夫
の
件
は
、
最
初
か
ら
支
局
長
に
報
告
し
て
あ
る
。
再

就
職
で
骨
を
折
っ
て
く
れ
た
の
も
支
局
長
だ
っ
た
。

そ
し
て
、
い
ま
、
交
通
事
故
に
か
ら
む
家
族
の
怒
り
を
、
か
い

つ
ま
ん
で
説
明
し
た
。

う
む
、
う
む
と
、
か
た
い
米
を
一
粒
ず
つ
噛
み
く
だ
く
よ
う
に

こ
の
中
年
の
上
司
は
聞
き
つ
づ
け
た
。
感
想
ら
し
い
も
の
は
、
何

ひ
と
つ
口
に
し
な
い
。
そ
し
て
、
よ
う
や
く
出
て
き
た
言
葉
は
、

「
ま
あ
、
飲
め
よ
」
で
あ
っ
た
。

に
が
い
酒
で
あ
る
。

飲
み
た
く
た
い
、
と
い
う
の
が
本
心
だ
。

「
支
局
長
、
こ
う
い
う
場
合
、
わ
れ
わ
れ
は
で
す
ね
、
責
任
を
ど

の
程
度
と
ら
に
ゃ
い
か
ん
の
で
し
ょ
う
か
」

早
く
ケ
リ
を
つ
け
て
し
ま
い
た
い
。
そ
ん
な
気
持
が
口
に
出
る
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こ
ま
ね

し
か
し
、
腕
を
供
い
て
そ
れ
を
見
て
い
る
わ
け
に
は
い
か
害
仏

い
。
あ
の
青
い
焔
が
燃
え
さ
か
る
病
院
へ
、
上
司
を
一
人
で
や
る

な
ん
て
・
・
…
．
。

「
僕
も
行
き
ま
す
」

「
バ
カ
、
君
の
出
る
幕
じ
ゃ
な
い
」

け
げ
ん

押
し
問
答
に
、
松
岡
が
怪
訂
売
蜂
表
情
を
み
せ
た
。

女
店
員
が
寄
っ
て
き
た
。

「
毎
朝
新
聞
の
方
で
す
ね
。
お
通
話
が
か
か
っ
て
き
て
ま
す
け
ど

：
。
・
・
・
」

「
あ
、
お
れ
だ
ろ
う
」

反
射
的
に
支
局
長
が
応
じ
る
。

店
の
奥
に
あ
る
電
話
口
へ
急
ぐ
足
取
り
が
、
心
な
し
か
揺
れ
て

い
る
。

（
酔
っ
て
る
な
）

そ
う
い
え
ば
、
飲
み
つ
ぶ
り
も
ひ
ど
く
急
ピ
ッ
チ
だ
っ
た
。
酔

う
た
め
に
飲
む
と
い
っ
た
、
角
度
の
あ
る
酒
だ
っ
た
。

地
話
は
意
外
に
時
間
が
か
か
っ
た
。
入
口
に
近
い
レ
ジ
の
と
こ

ろ
で
十
分
近
く
待
た
さ
れ
た
。

も
ど
っ
て
来
た
支
局
長
の
頬
に
、
酔
い
の
い
る
が
引
い
て
し
ま

っ
て
い
る
の
に
戸
波
は
気
が
つ
く
。

「
病
院
へ
、
行
け
な
く
な
っ
た
」

聞
き
と
れ
ぬ
ほ
ど
の
低
い
声
で
あ
る
。

「
本
社
へ
、
顔
を
出
さ
に
ゃ
な
ら
ん
」

「
え
、
い
ま
ご
ろ
呼
び
出
し
で
す
か
。
も
う
九
時
半
で
す
よ
」

直
感
が
戸
波
を
刺
す
。

「
兵
庫
製
鉄
の
こ
と
で
し
ょ
う
」

答
え
は
な
か
っ
た
。
無
言
で
あ
る
こ
と
の
持
つ
重
さ
が
、
戸
波

の
胸
に
も
の
し
か
か
っ
て
く
る
。

「
相
手
は
誰
で
す
。
地
方
部
長
で
す
か
。
そ
れ
と
も
、
細
集
局
長

？
．
。
」部

下
の
問
い
を
断
ち
切
る
よ
う
に
、
支
局
長
は
店
の
外
へ
出
て

い
た
。そ

の
背
中
が
、
硬
く
凍
え
て
み
え
た
。

（
つ
づ
く
）

１
３９

１

こ
ん
な
話
ば
っ
か
り
や
」

「
し
か
し
、
支
局
長
。
そ
ん
左
こ
と
考
え
て
い
た
ら
、
仕
事
に
な

ら
ん
の
と
違
い
ま
す
か
」

「
だ
か
ら
、
や
。
ど
う
せ
新
聞
つ
く
る
の
な
ら
、
そ
う
い
う
失
点

を
帳
消
し
に
し
て
、
旗
お
、
お
つ
り
の
く
る
よ
う
意
紙
面
を
ｌ

と
企
画
し
つ
づ
け
て
き
た
。
例
え
ば
、
黒
い
霧
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や

差
別
問
題
の
シ
リ
ー
ズ
。
今
度
の
兵
庫
製
鉄
の
公
害
も
、
同
じ
気

持
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
も
ん
や
と
い
え
る
な
」

そ
れ
は
、
新
聞
の
持
つ
「
正
義
感
」
と
「
原
罪
」
の
か
ら
み
を

解
く
、
こ
の
男
の
方
程
式
な
の
だ
ろ
う
か
。

が
、
支
局
長
は
硬
い
表
情
を
一
瞬
の
う
ち
に
崩
し
た
。

「
い
や
、
ど
う
も
。
飲
ん
だ
ら
仕
事
の
話
は
せ
ん
、
と
い
う
主
義

に
反
す
る
。
さ
、
飲
も
う
や
」

戸
波
の
杯
に
注
ぎ
、
自
分
も
忙
し
く
乾
す
と
、
支
局
長
は
さ
ら

に
コ
ッ
プ
に
酒
を
満
た
し
た
。

「
や
、
や
っ
ぱ
り
こ
こ
で
し
た
な
」

声
が
か
か
る
。
松
岡
記
者
だ
っ
た
。

「
松
ち
ゃ
ん
か
。
ど
う
や
、
堂
本
は
…
…
」

「
え
え
。
手
術
は
終
わ
っ
た
け
ど
、
医
者
の
話
で
は
、
今
夜
が
ヤ

マ
や
そ
う
で
す
」

「
ヤ
マ
っ
て
い
う
と
、
助
か
る
可
能
性
も
あ
る
ん
や
な
」

「
体
力
を
支
え
る
気
力
と
い
っ
て
た
か
な
。
と
に
か
く
精
神
的
に

す
ご
く
強
い
も
の
を
持
っ
て
る
っ
て
、
医
者
は
舌
を
巻
い
て
ま
し

た
ね
」支

局
側
の
再
就
職
あ
っ
せ
ん
を
断
り
に
来
た
と
き
の
、
硬
く
無

表
備
な
堂
本
を
思
い
出
す
。
が
、
そ
れ
に
も
増
し
て
「
ま
ん
と
か

切
り
抜
け
て
ほ
し
い
」
と
い
う
祈
り
に
も
似
た
気
持
が
、
戸
波
を

覆
っ
た
。

支
局
長
が
、
の
っ
そ
り
と
立
ち
上
が
る
。

「
よ
し
、
行
こ
う
」

「
あ
、
も
う
引
揚
げ
る
ん
で
す
か
」

「
病
院
へ
行
く
ん
や
。
戸
波
、
君
は
来
な
く
て
い
い
」

記
事
以
外
の
こ
と
は
、
お
れ
に
ま
か
せ
ろ
、
と
支
局
長
は
い
っ

た
。
病
院
行
き
は
、
い
わ
ば
そ
の
第
一
歩
な
の
だ
ろ
う
。
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び
し
く
生
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
宝
塚
市
丸
本
明
子
）

★
前
略
大
の
神
戸
フ
ア
ン
で
す
。
潮
の
｛
・
て
お
ら
れ
ま
す
し
、
鞭
此
奈
さ
ん
も

香
、
往
き
交
う
異
国
の
人
々
な
ど
、
そ
の
「
一
生
の
う
ち
一
度
で
も
い
い
か
ら
こ
う

特
有
の
開
放
的
な
雰
朋
気
が
多
く
の
人
を
い
う
と
こ
ろ
に
住
ん
で
み
た
い
」
と
仰
言

魅
す
る
の
で
し
ょ
う
。
昨
年
は
八
度
ほ
ど
っ
て
い
ま
す
ね
。
う
ら
や
ま
し
い
感
じ
で

神
戸
を
訪
ね
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
い
っ
ぱ
い
で
す
。
私
も
そ
う
あ
り
た
い
と

港
町
の
魅
力
を
余
す
こ
と
な
く
伝
え
る
雑
願
っ
て
い
る
一
人
で
す
．
ｌ
こ
と
し
も

誌
と
し
て
の
ご
繁
栄
を
お
祈
り
い
た
し
ま
よ
ろ
し
く
。
（
千
莱
市
鳥
海
宗
一
郎
）

す
“
（
福
井
市
細
江
康
正
）

★
毎
月
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
淀
長
立
見

☆
さ
わ
や
か
な
お
正
月
で
し
た
か
。
世
の
席
で
招
介
さ
れ
た
新
春
映
画
。
寝
正
月
が

中
の
動
向
は
危
機
の
中
に
あ
り
ま
す
。
雪
恒
例
の
小
生
も
今
年
は
映
画
観
賞
か
ら
始

村
い
づ
み
さ
ん
の
澄
ん
だ
魅
力
と
フ
ァ
イ
叢
り
表
し
た
。
エ
マ
ー
ー
エ
ル
夫
人
は
と
て

卜
は
い
つ
も
す
ば
ら
し
い
な
と
思
っ
て
い
も
き
れ
い
な
フ
ィ
ル
ム
で
し
た
。
大
地
震

ま
す
。
一
月
号
の
河
口
氏
の
無
題
の
コ
ン
は
と
て
も
す
ご
い
音
で
し
た
。
ま
だ
こ
の

セ
プ
ト
の
作
品
、
好
き
で
す
。
中
村
さ
ん
二
本
だ
け
し
か
見
て
ま
せ
ん
が
、
今
年
は

の
”
ふ
る
さ
と
老
“
同
世
代
人
と
し
て
考
映
画
の
年
に
な
り
そ
う
で
す
。
淀
長
さ

え
さ
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
一
杯
で
す
。
今
ん
、
楽
し
い
映
画
を
招
介
し
て
下
さ
い
。

年
は
一
厨
足
も
と
を
み
つ
め
て
自
己
に
き
（
大
阪
市
山
田
他
之
介
）

☆
発
行
に
い
ろ
い
ろ
お
世
話
い
た
だ
い
た
方
が
た

安
部
正
夫
小
林
秀
雄
竹
馬
準
之
助

朝
比
奈
隆
上
林
英
一
外
島
健
吉

青
木
重
雄
後
藤
末
二
直
木
太
一
郎

砂
野
仁
古
林
喜
楽
西
村
功

乾
豊
彦
坂
井
時
忠
西
脇
親

石
野
信
一
阪
本
勝
中
巻
弘

石
野
成
明
雀
部
昌
之
介
中
西
勝

榎
並
正
一
白
川
渥
難
波
還

牛
尾
吉
朗
新
谷
秀
雄
南
部
圭
三

岡
崎
忠
塩
路
義
孝
野
沢
幸
次
郎

小
曽
根
真
造
砂
田
重
民
畑
専
一
郎

小
野
一
夫
角
南
猛
夫
深
水
惣
吉

金
井
元
彦
竹
中
郁
福
富
芳
美

嘉
納
正
治
滝
川
清
一
松
井
高
男

嘉
納
毅
六
滝
川
勝
二
宮
崎
辰
雄

柏
井
健
一
田
宮
虎
彦
宮
地
聖
二

鴨
居
玲
田
中
健
一
郎
光
田
顕
司

貝
原
六
一
玉
井
操
村
上
正
二
郎

楠
本
憲
吉
田
辺
聖
子
百
崎
辰
雄

小
磯
良
平
陳
舜
臣
元
永
定
正

小
林
芳
夫
高
橋
孟
行
吉
哉
女

小
泉
徳
一
津
高
和
一
神
戸
青
年
会
議
所

愛
読
者

サ
ロ
ン

★
昭
和
釦
年
も
神
戸
の
酒
徒
番
附
が
決
り

ま
し
た
。
飲
む
も
よ
し
、
仕
率
も
よ
し
話

題
を
呼
墓
酒
徒
の
顔
ぶ
れ
で
す
。
不
景
気

で
は
あ
り
蓑
す
が
今
年
も
、
こ
よ
な
く
神

戸
の
土
仮
を
、
楽
し
く
、
力
強
く
取
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。
こ
ん
な
時

期
こ
そ
酒
徒
交
流
で
人
間
性
の
回
復
を
．
．
．

・
・
・
。

〈
小
泉
康
夫
〉

★
お
金
で
買
え
な
い
も
の
ほ
ど
人
間
に
は

大
切
な
も
の
が
多
い
な
。
空
気
、
水
、
そ

し
て
愛
①
冨
…
…
。
柳
笑
亭
の
帥
人
ほ
ど

の
ミ
ー
ー
寄
席
（
五
○
○
円
）
で
聞
い
た
ぜ

い
沢
な
落
語
。
と
っ
て
も
楽
し
く
ア
ハ
ハ

と
笑
わ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。〈小

泉
美
喜
子
〉

☆
新
春
早
々
、
レ
ィ
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン

の
「
沈
黙
の
春
」
（
新
湘
社
版
）
を
銃
ん

神
戸
っ
子
ご
あ
ん
な
い

力〃ハ

編
集

後
記

☆
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
一
月
号
楽

し
く
拝
見
。
仕
事
で
年
に
一
、
二
回
神
戸

へ
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
が
、
本
当
に
「
住
ん

で
み
た
い
街
」
で
す
。
新
春
対
談
で
阪
本

さ
ん
が
「
神
戸
っ
て
ま
ち
は
好
き
だ
な

あ
。
悔
い
な
し
だ
、
悔
い
な
し
」
と
仰
言

っ
て
お
ら
れ
ま
す
し
、
朝
比
奈
さ
ん
も

「
一
生
の
う
ち
一
度
で
も
い
い
か
ら
こ
う

い
う
と
こ
ろ
に
住
ん
で
み
た
い
」
と
仰
言

っ
て
い
ま
す
ね
。
う
ら
や
ま
し
い
感
じ
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
私
も
そ
う
あ
り
た
い
と

願
っ
て
い
る
一
人
で
す
．
ｌ
こ
と
し
も

よ
ろ
し
く
。
（
千
莱
市
鳥
海
宗
一
郎
）

★
毎
月
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
淀
長
立
見

席
で
招
介
さ
れ
た
新
春
映
画
。
寝
正
月
が

恒
例
の
小
生
も
今
年
は
映
画
観
賞
か
ら
始

ま
り
表
し
た
。
エ
マ
ー
ー
エ
ル
夫
人
は
と
て

も
き
れ
い
な
フ
ィ
ル
ム
で
し
た
。
大
地
震

は
と
て
も
す
ご
い
音
で
し
た
。
ま
だ
こ
の

二
本
だ
け
し
か
見
て
ま
せ
ん
が
、
今
年
は

映
画
の
年
に
な
り
そ
う
で
す
。
淀
長
さ

ん
、
楽
し
い
映
画
を
招
介
し
て
下
さ
い
。

（
大
阪
市
山
田
他
之
介
）

、

★
月
刊
神
戸
っ
子
を
毎
月
お
読
み
に
な
り

た
い
皆
さ
ま
、
ま
た
神
戸
を
離
れ
て
い
る

お
友
達
に
、
神
戸
の
香
り
を
お
と
ど
け
に

な
り
た
い
方
は
、
編
築
室
あ
て
に
お
申
込

み
下
さ
い
。
さ
っ
そ
く
お
送
り
し
ま
す
。

６
カ
月
分
一
三
○
○
円

１
年
分
二
五
○
○
円
（
送
料
共
）

☆
月
刊
神
戸
っ
子
を
お
買
求
め
の
時
に
は

左
の
本
屋
さ
ん
へ
ど
う
ぞ
。

甲
南
堂
国
鉄
本
山
駅
北
口

小
原
光
文
堂
国
鉄
住
吉
駅
北
口

本
山
宝
盛
館
東
灘
区
本
山

北
村
書
店
東
灘
区
御
影
中
町

南
天
荘
書
店
阪
急
六
甲
駅
２
階

文
洋
堂
新
聞
会
館
１
階

ラ
ン
書
房
葺
合
区
布
引
町
４

神
戸
図
富
生
田
区
古
湊
通
１

だ
。
化
学
薬
品
に
よ
る
環
境
汚
染
の
恐
し

さ
を
描
い
た
も
の
だ
が
、
非
常
に
有
役
な

示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。
ぜ
ひ
ご
一
読
を

お
す
す
め
し
た
い
。
〈
橋
本
明
〉

★
水
仙
の
季
節
だ
。
甘
ず
つ
ぱ
い
香
り
が

快
い
。
花
の
香
り
で
は
沈
丁
花
が
好
き
だ

沈
丁
花
の
季
節
も
間
近
い
。
花
に
香
り
が

あ
る
よ
う
に
女
性
に
も
香
り
が
欲
し
い
。

灰
か
な
甘
い
香
り
が
欲
し
い
。
〈
さ
〉

★
禰
集
室
の
非
稚
出
口
の
扉
を
明
け
る
と

脱
フ
ン
に
ま
ぎ
れ
て
ハ
ト
の
白
い
ク
マ
ゴ

が
ひ
と
つ
。
ピ
ル
の
７
Ｆ
の
非
常
階
段
で

生
ま
れ
た
こ
の
コ
は
、
や
っ
ぱ
り
い
つ
か

飛
び
立
つ
の
か
し
ら
。
〈
井
上
久
代
〉

★
い
つ
の
時
代
に
も
新
時
代
の
到
来
を
予

告
す
る
兆
し
が
あ
り
ま
す
。
近
代
美
術
館

で
行
な
わ
れ
た
ア
ー
ト
ナ
ウ
。
カ
ラ
カ
ラ

ま
わ
る
赤
い
風
車
に
運
ば
れ
て
く
る
新
時

代
と
は
？
〈
中
村
雅
子
〉

★
冬
が
過
ぎ
れ
ば
必
ず
春
は
来
る
。
そ
の

春
は
待
つ
し
か
法
は
無
い
の
だ
ろ
う
か
。

春
の
と
び
ら
は
自
分
で
開
く
し
か
な
い
。

あ
り
が
と
う
。
〈
川
崎
啓
一
〉

★
神
戸
っ
子
の
綱
築
室
が
大
神
ピ
ル
８
階

か
ら
７
階
に
変
わ
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
降
り
る
と
き
間
違
わ
な

い
よ
う
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

コ
ー
ペ
プ
ッ
ク
ス
さ
ん
ち
か
タ
ウ
ン

流
泉
書
房
セ
ン
タ
ー
街

日
東
館
大
丸
前

漢
口
堂
三
宮
店
京
町
筋

海
文
堂
元
町
通
３
丁
目

宝
文
館
元
町
通
５
丁
目

隆
司
書
房
新
開
地
本
通

漢
口
堂
書
店
湊
川
商
店
街

秋
田
百
文
館
長
田
区
腕
塚
町

神
戸
書
林
板
宿
バ
ス
停
前

★
月
刊
神
戸
っ
子
に
広
告
を
掲
栽
ご
希
望

の
方
は
編
集
室
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

★
神
戸
百
店
会
の
或
務
局
は
月
刊
神
戸
っ

子
編
築
室
内
に
あ
り
ま
す
。

神
戸
っ
子
Ｎ
ｏ
．
畑

☆
発
行
／
別
年
２
月
１
日

☆
編
集
・
発
行
／
小
泉
康
夫

☆
発
行
所
・
神
戸
っ
子
編
集
室

神
戸
市
生
田
区
東
町
皿
の
１

１
大
神
ビ
ル
７
階

１
霞
細
２
２
４
６
（
代
）

振
替
口
座
神
戸
四
五
一
九
六

頒
価
川
円

’
4０
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Ｔｅ1 . 2 4 1 1 3 0 6

サ ログアルバトロス
生磁区中山手通り１丁目2 4 の７

大和ナイトプフザ２Ｆ－ＢＴＥＬ( 2 3 1 3 3 0 0

ス ナックエノレソタノ
神戸市生田区下山手通ＴＥＬ３３１６６２０
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「ぼくが花瓶を集めるように
なったのは、庭に花をいっぱ
い作っていて、生けるために買
ったり友人からもらったりし
て、朝日新聞の記者時代から
だからもう３０年ぐらいになり
ますね。これはフランスの十
四世紀頃のエナメルうわぐす
りの花瓶て争、ブラジルの移民
の父といわれた神足船長から
譲りうけたものです。キリン
ビールの初期の瓶はこんなに
立派だったんて謬すよ。また、
この小さな花瓶たちは、古い
のは宋代、唐代のものや、李
朝のものなどいろいろあるけ
ど可愛いいね。このバロンの
テラスでランチタイームをすご
していると、パリの朝を思い
だすよ」
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神戸市生田区北長狭通2 のＩＴＥＬ
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神戸市生田区中山手通Ｉの１１
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ﾃ ｨ ﾌ ｧ島｜塁|｜‐？

☆本当の食通の人は、生半可な味では納得できず、満足の行く味に出会
うまで捜し続けるものです。そんな人でも、ステーキハウス“山崎姉の
味には、成程とうなづかれています。味が一番大切ですが、落ち着いた
雰囲気も“山崎”にはあります。取り揃えているワインを楽しみながら
ゆっくりと食事ができます。また、あらかじめ予約をしておくと奥のボ
ックス席が利用できます。三十名様ほどのパーティーなどにも最適です。
まつたけ、カキなど季節の料理もあります。家族づれ、友人同士、グル
ープなどの会合にぜひご利用下さい。
☆最上級神戸肉ステーキ￥5 , 0 0 0 サーロインステーキ￥3 , 0 0 0 テンダ
ーロインステーキ￥3 , 0 0 0 車海老のバター焼き、アワビのバター焼き、
ビール￥3 0 0 ボトル（ＯＬＤ）￥5 , 0 0 0 ボトル（ホワイトホース) 、
ボトル（カティサーク）各￥7 , 0 0 0
５：O O P . Ｍ･ ～２：００Ａ‘Ｍ、日曜日休み

☆、比奈古多”と書いてピナコタと読む。変った名前だが、神戸っ子に
は染じみの深い帆蛸の壷〃の姉妹店だ。店内には噛蛸のおじさん〃木村
ざんが永年かかって集めたそぱちよこが6 0 0 種類も飾られている。マニ
アならずとも一つ一つ見ていると飽きることはない。店の装飾も骨燕美
術品にマッチした格調のあるもの。といっても老人趣味というのじやな
い。何しろ店のスタッフは木村のみっちゃんをはじめ発刺たる若者揃い。
変にきどったところがなく、それでいて、シャレているのが咽班奈古多〃
なのだも１月1 6 日からランチも始めている。
☆シチュー￥6 0 0 鍋やきうどん￥5 0 0 ぞうすい￥5 0 0 コロッケ( 1 人前）
￥5 0 0 カオヤーズ（中国風タコス）￥3 0 0 水割￥妬０ビール￥3 0 0
フィズ￥5 0 0 日本酒￥4 0 0
1 1 ：３０A . Ｍ・～１：３０P . Ｍ・( ランチタイム）５：３０P . Ｍ､ ～０：0 0 A . Ｍ、
水曜日休み

少

★赤と白のコントラストがひときわ目立つプロ野球顔負けのベルトレス
ユニフォーム。今、関西草野球界でうわきの“ウッドハウス両野球部一
同の勢ぞろいです。間もなくスプリングキャンプに入りますが、ハワイ
にしようか、グァムにしようか悩んだ末、例年通り神大グラウシドを無
断借用してトレーニング開始です。今年は大物のトレードもなく、昨年
同様のスタッフでＶ１目指して頑張ります。“ウッドハウス”チームは
ｒ参加することに意義がある」がモットーです。
試合相手募集中／日曜祭日ならいつでもします。
☆昼( 1 1 ：3 0 A . Ｍ～７：０ＯＥＭ. ) コーヒー￥1 5 0 紅茶￥1 5 0 ピラフ￥2 5 0
サーピスランチ￥3 0 0 夜( ７：ＯＯＲＭ. ～４：３０A . Ｍ) ビール( 小) ￥3 0 0
水割り( ＯＬＤ) ￥4 0 0 フィズ￥5 0 O おつまみ￥1 0 0 平日１１：３P A . Ｍ・～
４：３０Ａ. Ｍ・日昭５：０ＯＥＭ. ～Ｏ：００Ａ. Ｍ，第１．３日曜日休み
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ﾋ 奈古多上跨古多一霊
ホテルニュージャパン
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ウッドハウスピナコタ ④密画善Ｂ■

飼薗画 T ご券

生田砺遡

ＦＫＯＢＥ可
ＤＲ１ＮＫＩＮＧ
ＬＧＵＩＤＥ』

ドキッとするハプニングのある店
“山荘”の哲学はお客さまと大いに楽しく一緒に遊ぼうということ。店
は2 0 代、３０代のホワイトカラーのたまり場。底ぬけに明るく、リラック
スした雰囲気は“山荘”ならではのもの。掛け値なしに神戸独特のムー
ドがピッタリの店なのです。マスターの上松さんは、これまた独特の個
性をもったひと。お客さまを楽しませる才能は天下一品ノワイワイガ
ヤガヤ……。賑やかななかにドキッとさせるハプニングも充満している
のです。ホラ、ムンムンする熱気のなかから何かが起こりそうですよ。
☆パーティ‘コンパ・クラス会などにもご利用下さい。
６：ＯＯＰ. Ｍ・～２：００Ａ. Ｍ，
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